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　『訳註 5』＝ 律令研究会編『訳註日本律令 5唐律疏議訳註篇 1』東京堂出版、
1979年


















































（ 3  ）原文「吏卒」について、名例律 6条不義の疏文に「吏とは、流外官以下の役
人をいう。卒とは、庶士・衛士（といった下級の兵士）の類をいう〔吏。謂
流外官以下。卒。謂庶士衛士之類〕」とある。詳しくは『訳註 5』55頁注 7参照。













































































































































































の諸司（＝六部）の尚書（ 4）、寺・監の少卿・少監（ 5）や国子（監）の司業（ 6）以上、






































（ 2  ）唐の地方制度は「州県制」を基本とし、全国をおよそ350の州に分け、その
下に数個の県を配置していた（『中国史 2』377頁）。
































（ 6  ）国司監は国子学や太学といった官人の子弟を教育するための学校を管理す
る組織であり（『中国史 2』376頁）、その長官を「祭酒」、次官を「司業」という。





（ 8  ）「諸衛」とは京師におかれた十二衛（左右監門衛・左右千牛衛を含めれば
十六衛）のこと。衛については本条注（ 3）参照。衛の長官を「大将軍」と称し、
次官に相当するのが「将軍」と「長史」である。




























































（ 1  ）府主等の祖父母・父母・妻子を殴打する罪（徒一年）と通常の折指・折歯
の罪（徒一年）の刑罰は同じであるが、刑が同等の場合は通常の闘傷の罪の
方が重い（身分に基づく特別の殴罪の方が軽い）とされるという趣旨である。

















































































（ 2  ）『訳註 7』308頁注 1も指摘しているように、ここは『礼記』の原文そのま
まの引用にはなっていない。






































































（ 1  ）「勲品」とは、流外官の官品のうち最も高いものこと。流外官の官品には
勲品以下、二品・三品・四品・五品・六品・七品・八品・九品までの九段
階が存在した。













































































































































































（ 1  ）ここでいう「高官」とは、「監臨の職にある官員」よりも相対的に官品の高
い者の意味である。
（ 2  ）「議貴」に該当する場合には、闘訟律16条の適用対象となる。







官品 官名 官品 官名
正二品 上柱国 正五品 上騎都尉
従二品 柱国 従五品 騎都尉
正三品 上護軍 正六品 驍騎尉
従三品 護軍 従六品 飛騎尉
正四品 上軽車都尉 正七品 雲騎尉
従四品 軽車都尉 従七品 武騎尉
































































































（ 4  ）「台」とは御史台のこと。長官を御史大夫という。『唐六典』巻13には御史
大夫の職掌として、「官吏（の綱紀）を粛正すること〔粛正朝列〕」とあり、今
日の行政監察機関に相当する官庁である。


































































（ 2  ）「官戸」は官に所属する部曲身分の賎人のこと。詳しくは『訳註 5』162頁
以下注 1参照。
（ 3  ）「客女」は部曲身分の女性のこと。詳しくは『訳註 5』162頁以下注 1参照。







































（ 6  ）流三千里から一等を減軽すると徒三年となることについては、闘訟律 7条
訳注（ 5）参照。






























































































（ 2  ）原文「稟承」について、『訳註 7』322頁注 1は「さしずを受けること」、袁
『注訳』623頁注釈⑤は「官府に禀報あるいは呈請して処理すること〔禀報或
者呈請官府処理〕」とする。また、銭『新注』701頁注釈⑥は罪ある奴婢を官
府の許可を得て殺害する制度に関して、睡虎地秦簡の『法律答問』の記述を
根拠として、秦朝においてすでに存在していたことを指摘している。劉『箋
解』1532頁以下も『史記』や『漢書』等を引用して同様の指摘を行っている。
